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1. 私共 はかねてよりビタミンＣ大量投与の栄養像へ

及ぼナ 影響 を懸念し ，手 はじ めに授 乳婦 におい て，そ の

大量内服が母 乳成分 にどのような影響 をもたらすのかを

追 究し た。その結果母 乳中のビ タミンＣ量 の増加 とあい

まっ て，アミノ態 窒素量 が減少す るこ とを認 めたが給餌

成分 の規制 に若干 の不安 があっ たので今回はこ の追試 の

意味 でやぎ を用いて同様の実験を行なっ た。

2. ナな わち分娩後 １ヵ月経過し たや ぎを用いて「標

準食 」「標 準食 十ビタミ ンC  lOOOmg 」「標準食十ア ミ ノ

酸剤10 錠I r標準食 十ビタミンC lOOOmg 十アミノ酸 剤

10錠」 を投与し，各 々の場合の投与２時間後，4 時間後

の乳中のビタミンＣ量，粗 たんぱ く質 量，アミノ態窒素

量及び遊離アミノ酸パターンを測定した。

3. ビタミンＣの投与によって粗たんぱく質 量は約６

％減少し，アミノ態窒素量においては30％減少し ，同時

にアミ ノ酸剤を投与する と殆んど正常 値に回復した。こ

のビタミンＣの粗たんぱ く質 量，アミノ態窒素量にお よ

ぼす影響は，さきの授乳婦による試験とほぼ一 致し たの

でこの動向につい てはほぼ確定的 なものと推 定される。

但し この間のメカニズムは不明 であるので今後引続い て

検討を加えるべき課題 としたい 。


